
(1)令和 3年 1月 1日 総一房 第 42号

称
年
の
ご
接
拶

千
葉
県
支
部
長
　
行

木

孝

千
葉
県
支
部
校
友
の
皆
様
、
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

千
葉
県
支
部
で
は
、
令
和
２
年
７
月
５

日

（
日
）
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
第
４７

回
千
葉
県
支
部
総
会
が
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
、

紙
上
総
会
の
資
料
を
配
布
し
、
検
討
い
た

だ
い
た
結
果
、
全
議
事
は
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
受
け
ま
し
て
、
支
部
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
行
木
と
申
し
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
支
部
活
動
を
よ
り

魅
力
の
あ
る
も
の
に
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
（
本
年
も
引
き
続
き
千
葉
県
支
部

会
報

「房
総
」
第
４２
号
を
支
部
役
員
と
校

友
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
是
非
ご

一
読

下
さ
い
。

一
昨
年
、
千
葉
県
は
台
風
１５
号
と
大
雨

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

気
象
庁
で
は
１５
号
を

「令
和
元
年
房
総

半
島
台
風
」
と
称
し
、
台
風
に
名
前
を
付

け
る
の
は
１
９
７
７
年
の

「
沖
永
良
部
台

風
」
以
来
４３
年
ぶ
り
と
い
う
事
で
し
た
。

年
も
明
け
令
和
２
年
は
温
暖
で
平
和
な

日
々
を
送
る
事
が
出
来
る
も
の
と
思

っ
て

い
た
矢
先
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
私
達
の
平
和
な
日
常
が

一
変
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
お
互

い
を
思
い
や
る
心
が
大
切
で
す
。
早
く
元

の
穏
や
か
な
生
活
が
戻
る
事
を
願

っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

本
年
こ
そ
、
支
部
校
友
が

一
堂
に
会
し

て
、
お
互
い
の
健
康
を
喜
び
合
い
、
友
情

を
深
め
る
支
部
総
会
を
開
催
で
き
る
よ
う

に
な
る
事
を
、
心
よ
り
望
ん
で
お
り
ま
す
。

校
友
の
皆
様
も
御
身
大
切
に
さ
れ
、
元

気
な
顔
で
、
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
２
年
７
月
５
日

（
日
）
に
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
支
部
総
会
は
、
支
部
長
の

「
新
年
の
ご
挨
拶
」
で
も
申
し
上
げ
た
通

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
令
和
元
年
度
・令
和
２
年
度

の
年
会
費
を
納
入
い
た
だ
い
た
校
友
に
、

書
面
を
も

っ
て
左
記
の
議
事
に
つ
い
て
検

討
い
た
だ
き
、
無
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
事
業
報
告

（本
会
報
２
面
参
照
）

令
和
元
年
度
決
算
報
告

（本
会
報
４
面
参
照
）

令
和
元
年
度
監
査
報
告

（本
会
報
４
面
参
照
）

令
和
２
年
度
事
業
計
画
案

令
和
２
年
度
予
算
案

（文
章
　
一岳
垣
）

令
和
２
年
５
月
２３
日

（土
）
に
開
催
予

定
で
し
た
通
教
部
校
友
会
定
期
総
会
も
同

じ
く

一
堂
に
会
し
て
の
開
催
が
困
難
と
な

り
、
書
面
郵
送
に
よ
る

「紙
上
総
会
」
と

な
り
ま
し
た
。
通
教
部
校
友
会
の
本
部
役

員
並
び
に
同
所
属
の
日
本
大
学
校
友
会
正

会
員
の
方
々
に
限
定
し
て
総
会
資
料
が
郵

送
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
支
部
で
は
、
本

部
役
員
と
し
て
、
山
本
氏

・
副
会
長
、
行

木
氏

・
常
任
幹
事
、
増
田
氏

・
幹
事
、
立

澤
氏

・
幹
事
、
高
垣

・
監
査
の
５
名
が
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

書
面
表
決
の
結
果
、
無
事
に
議
決
承
認

さ
れ
た
旨
、
支
部
長
あ
て
の
報
告
書
が
事

務
局
・高
垣
に
送
ら
れ
て
来
た
た
め
、
複
写

し
て
支
部
役
員
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

「
紙
上
総
会
」
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
先
に
送
付
し
ま
し
た
本
部
会
報
第
９７

号
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
ヤ

（文
董
　
事
務
局

・
高
拒
じ

卒
業
お
め
て
と
う

五 四

令
和
２
年
３
月
に
日
本
大
学
通
信
教
育

部
を
ご
卒
業
さ
れ
た
方
々
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
千
葉
県
在
住
の
方
々

は
次
の
通
り
で
す
。

《
３
月
》

法
学
部
　
　
９
名

文
理
学
部
　
１０
名

経
済
学
部
　
６
名

商
学
部
　
　
７
名

計
　
　

３２
名

ン

へ

一
一イ

．

″

一
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第 42号 総一房 令和 3年 1月 1日 (2)

令
和
２
年

令
和
３
年

支
部
活
動
報
告

支
部
活
動
計
画

【千
葉
県
支
部
】

１
月
２６
日
　
支
部
役
員
会
開
催

支
部
会
報

「房
総
」
第
４‐
号

発
送
作
業
等

４
月
４
日
　
令
和
元
年
度
会
計
監
査

４
月
１９
日
　
紙
上
支
部
役
員
会

・
第
４７
回

支
部
総
会
提
案
議
事
の
承
認

７
月
５
日
　
紙
上
支
部
総
会

・
議
事
の
承

，認

１１
月
８
日
　
支
部
役
員
会
・支
部
会
報
「房

総
」
第
４２
号
編
集
会
議
等

【参
加
関
連
行
事
等
】

１
月
１８
日
　
通
信
教
育
部
校
友
会
新
年
会

出
席

（２
名
）

今
和
２
年
５
月
以
降
の
会
議
は
中
止
又

は
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

【千
葉
県
支
部
】

４
月
６
日
　
令
和
２
年
度
会
計
監
査

４
月
１８
日
　
支
部
役
員
会
開
催

「第
４８
回

支
部
総
会
」
打
合
せ
等
．

６
月
２０
日
　
第
４８
回
支
部
総
会
開
催

１０
月
　
　
‘
支
部
役
員
会
開
催

・
後
半
の

支
部
活
動
の
確
認
等

‐２
月
　
　
　
支
部
役
員
会
開
催

。
支
部
会

報

「
房
総
」
第
４３
号
の
編
集

会
議
等

【参
加
関
連
行
事
等
】

１
月
２３
日
　
通
信
教
育
部
校
友
会
全
国
新

年
会

５
月
　
　
　
第
５０
回
全
国
定
期
総
会

１０
月
　
　
　
第
４２
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
・

埼
玉
県
大
会

１０
月
　
　
　
日
本
大
学
校
友
会
千
葉
県
支

部
総
会

支
部
会
報
に
掲
載
す
る
原
稿
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

要
領
は
次
の
通
り
で
す
。

０
原
稿
締
切
り
は
毎
年
１０
月
末
日
ま
で

に
、
事
務
局
宛
必
着
で
す
。

０
１
行
１６
文
字
４０
行
程
度

（タ
イ
ト
ル
と

氏
名
の
行
除
く
）
　
　
　
　
　
′

０
内
容
は
、
校
友
会

へ
の
ご
意
見
、
紀
行

文
、
俳
旬
、
詩
な
ど
、
会
報
の
記
事
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

０
原
稿
用
紙
の
１
ペ
ー
ジ
ロ
ー
行
日
に
は

タ
イ
ト
ル
を
、
２
行
日
に
令
和
×
年
法

卒
　
千
葉
太
郎

（例
）
と
記
入
し
て
下

さ
い
。

０
記
事
掲
載
に
当

っ
て
、
極
力
原
稿
の
ま

ま
掲
載
し
ま
す
が
、
字
数
な
ど
調
整
が

必
要
な
時
に
は
、
一
部
内
容
を
割
愛
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

０
寄
稿
原
稿
が
多
く
、
全
て
の
記
事
が
掲

載
で
き
な
い
時
は
、
次
年
度
の
掲
載
を

ご
了
承
い
た
だ
く
よ
う
、
そ
の
旨
、
寄

稿
さ
れ
た
方
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

以
上
、
皆
様
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

令
和
２
年
４
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
ま
で
の
３
か
年
、
支
部
役
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

顧
　
　
間
　
阿
部
　
治
夫

（昭
４６
法
）

〃
　

　

山
本
　
良
吉

（昭
５０
法
）

〃
　

　

増
田
　
士
口
子

（昭
５３
文
）

〃
　

　

森
　
　
　
博

（昭
５７
法
）

支

部

長
　
行
木
　
　
孝

（平
１８
法
）

副
支
部
長
　
立
澤
　
文
好

（平
２‐
経
）

〃
　

　

高
垣
む
つ
子

（昭
５４
商
）

副
支
部
長
　
出
崎
　
隆
治

（平
４
文
）

〃
　

　

福
本
美
恵
子

（平
２８
文
）

幹
　
　
事
　
黒
岩
美
代
子

（昭
６３
商
）

〃
　

　

高
橋
　
順
子

（平
２３
法
）

〃
　

　

平
野
　
　
等

（昭
６０
法
）

監
　
　
査
　
一向
橋
　
英
雄

（平
８
商
）

（敬
称
略
）

追

悼

ン

副
支
部
長
　
一高
垣
む
つ
子

令
和
２
年
３
月
初
め
、
目
黒
さ
ん

の
奥
様
か
ら
、
元
支
部
長
の
目
黒
重

忠
さ
ん
の
計
報
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
通
夜
も

告
別
式
も
列
席
を
見
合
わ
せ
て
ほ
し

い
と
の
事
で
し
た
が
、
長
年
支
部
長

と
し
て
お
骨
折
り

い
た
だ
き
な
が

ら
、
お
線
香
も
上
げ
ら
れ
な
い
の
か

と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
。
せ
あ

て
、

お
通
夜
の
前
に
目
黒
さ
ん
に
も
ご
家

族

に
も
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
の

で
、
す
ぐ
に
お
い
と
ま
す
る
の
で
、

お
線
香
だ
け
で
も
上
げ
さ
せ
て
下
さ

い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

ご
自
宅
に
伺

っ
て
最
後
の
お
別
れ

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
身
体
を
悪
く
し
て
か
ら
、
時
々

入
院
先
か
ら
私
の
と
こ
ろ
に
お
電
話

を
い
た
だ
き
、
支
部
活
動
を
心
配
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
合

掌

目
黒
重
忠
前
支
部
長

原
稿
投
稿



(3)令和 3年 1月 1日 総一房 第 42号

穏
章
　
　
患
多

毬

れ
／
／

「

格

一

　

一

十
一
　

ヽ、

平
成
２６
年
文
卒
　
行
方
　
紀
枝

本
稿
は
、
大
学
卒
業
時
に
校
友
会
報
に

初
め
て
投
稿
し
た
「
や
れ
ば
で
き
る
」
、
日

大
大
学
院
卒
業
時
に
投
稿
し
た

「
続

や

れ
ば
で
き
る
」
に
続
く

「
や
れ
ば
で
き
る

第
３
弾
」
で
あ
る
。

私
は
、
短
大
を
卒
業
し
て
小
学
校
教
師

と
し
て
勤
務
し
て
い
た
が
、
英
語
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
教
え
る
な
ら
ば
自

分
が
学
ば
な
け
れ
ば
と
思
い
、
中
学
校
英

語
教
師
の
免
許
を
取

っ
た
。

目
的
を
達
成
し
た
が
、
続
け
て
大
学
卒

業
を
目
指
し
た
。
大
学
で
の
学
び
が
楽
し

か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
さ
ら

に
大
学
院
に
進
ん
だ
。
大
学
院
で
は
、
ゼ

ミ
の
メ
ン
バ
ー
が
私
以
外
全
員
日
本
語
教

師
だ

っ
た
た
め
、
知
ら
な
い
世
界
の
話
を

聞
き
、
そ
の
仕
事
に
大
変
興
味
を
持

っ
た
。

小
学
校
教
師
を
退
職
後
、
中
学
校
で
学

校
司
書
と
し
て
週
２
日
勤
務
し
な
が
ら
、

日
本
語
教
師
養
成
講
座
に
週
３
日
、
１
年

３
か
月
通

っ
た
。
講
義
内
容
は
、
実
に
新

鮮
で
、
「
そ
ん
な
こ
と
知
ら
な
か

っ
た
―
」

と
、
毎
回
、
日
か
ら
鱗
が
落
ち
ま
く

っ
た
。

講
義
に
全
て
出
席
し
、
各
科
目
の
期
末
試

験
に
合
格
し
、
資
格
を
得
た
が
、
ま
た
し

て
も
、
さ
ら
な
る
や
る
気
が
湯
き
上
が
り
、

合
格
率
２０
％
と
言
わ
れ
る
検
定
試
験
に
挑

戦
し
、
合
格
で
き
た
。
高
齢
だ
か
ら
こ
そ

何
度
も
復
習
し
な
く
て
は
と
思
い
頑
張

っ

た
。
努
力
の
成
果
が
表
わ
れ
て
、
本
当
に

う
れ
し
か

っ
た
。
「
や
れ
ば
で
き
る
」
の
だ
。

通
信
教
育
で
学
ぶ
中
で
、
諦
め
ず
に
努

力
す
る
精
神
が
養
わ
れ
、
学
ぶ
楽
し
さ
を

味
わ

っ
た
。
「
や
れ
ば

で
き
る
第
４
弾
」

を
投
稿
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
努
力
を

重
ね
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

昭
和
６３
年
法
卒
　
一林

長
晟

″光
陰
矢
の
如
し
〃
１
３４

歳
時
、　
一
念
発
起
し
、
再
び

大
学
で
の

〃学
び
〃
を
働
き

な
が
ら
回
り
道
し
な
が
ら
…

そ
し
て
、
学
友
と
楽
し
く
学

び
―
卒
業
し
て
か
ら
３２
年
余

の
歳
月
が
流
れ
た
。

こ
の
間
、
大
学
に
お
け
る

教
育
シ
ス
テ
ム
や
環
境
も
デ

ジ
タ
ル
化
と
共
に
様
変
わ
り

し
て
い
る
。

〃顔
と
顔
合
わ
せ
て

真

の
コ
ミ
と
な
り

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は

息
も
通
わ
ず
〃

何
よ
り
小
生
は

「先
を
み
な
が
ら
現
場

主
義
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
４８
年
間

〃人
間
福

祉
・教
育

一
筋
〃
に
仕
事
を
収
め
て
き
た
。

一
昨
年
３
月

・
７０
歳
超
え
を
境
に
リ
タ

イ
ヤ
し
、
今
日
迄
培

っ
て
き
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
軸
足
を
移
し
、
現
在
も
「
人

権
擁
護
の
視
点
」
で
継
続
し
て
い
る
。
リ

タ
イ
ヤ
８
か
月
後
、
児
童
会

（学
童
）
の

仕
事
要
請
を
受
け
…
保
留
し
て
い
た
矢
先

の
年
明
け

『
見
え
ざ
る
敵

・
コ
ロ
ナ
の
出

現
』
＝
声
掛
け
を
受
け
る
に
は
そ
れ
な
り

の
意
味
が
あ
る
１
と
、
思
い
直
し
、

コ
ロ

ナ
禍
真

っ
只
中
の
４
月
か
ら
週
３
日
を
条

件
に

『
子
ど
も
達
の
中

へ
入

っ
て
現
場
最

前
線
』
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

〃児
童
会
共
働
き
の
家
替
わ
り

子
ど
も
中
心
　
ブ
ラ
せ
ず
に
秋
〃

こ
の
秋
、
今
も

「
コ
ロ
ナ
で
全
て
が

一

変
！
」
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
子

ど
も
達
は
明
る
く

，
運
し
く

・
我
慢
強
く

順
応
し
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
輝
か
せ
て
い

る
。
『
安
全

・
安
心

・
快
適
』
を
担
保
す

る
こ
の
仕
事
は
、
結
構

ハ
ー
ド
な
面
も
あ

り
ま
す
が
…
以
前
の
仕
事
と
は
ま
た
趣
の

違
う
地
域
社
会
と
の
繋
が
り
、
遣
り
甲
斐

も
肌
感
覚
で
受
け
留
め
て
い
る
。

〃茜
空
　
雲
輝
き
て
　
児
童
会
〃

人
生
第
４
コ
ー
ナ
ー
に
差
し
掛
か
り
、

尚
も
挑
戦
を
続
け
な
が
ら
―
ピ
リ
オ
ド
を

打

つ
！
改
め
て
、
〃友
〃
は
本
当
に
有
難

く
思
い
ま
す
。

″友
達
は
数
よ
り
も
質
　
秋
深
し
〃

ゆ

っ
く
り

・
早
く

。
落
ち
着
い
て
―
こ

の
人
生
を
歩
み
続
け
ま
す
。

年会費納入者御氏名
(卒年順・敬称略)

令和元年度分 (房総第41号つづき)
川上 秀人 令 1・ 法
令和元年度 合計 57名   140,000円
令和 2年度以降分 (令和 2年10月 31日 現在)

目黒 重忠 昭42・ 商
阿部 治夫 昭46・ 法
小林 和夫 昭49・ 経
山本 良吉 昭50・ 法
菅沼 勝子 昭50。 文
山崎 和夫 昭50・ 商
井原 重之 昭51・ 法
大野 直子 昭51・ 経
相田 規衛 昭52・ 法
中川 清光 昭52・ 法
増田 吉子 昭53・ 文
高垣むつ子 昭54・ 商
寺嶋 良夫 昭55・ 法
森   博 昭57・ 法
平野  等 昭60・ 法
福原 庸夫 昭60・ 商
長野美津江 昭62・ 文
榎本  章 昭63・ 法
林  員晟 昭63・ 法
黒岩美代子 昭63・ 商
佐藤 佳孝 平 2・ 法
埋田 繁雄 平 4・ 法
出崎 隆治 平 4・ 文
浅見 勇人 平 4・ 法
中村 憲司 平 5。 法

高橋 英雄 平 8・ 商
熊木 房江 平10。 文
香取 聖子 平13・ 文
小松 恵子 平14・ 文
伊東 淑子 平14・ 文
池田みわこ 平17。 法
行木  孝 平18・ 法
鈴木 邦夫 平20・ 法
清水 弘次 平20・ 法
立澤 文好 平21・ 経
吉川 美満 平22・ 法
浅野 松伸 平23・ 法
高橋 順子 平23・ 法
国澤 美穂 平23・ 文
臼井 英夫 平23・ 経
行方 紀枝 平26・ 文
宍倉 昌子 平26・ 経
前田 直美 平27・ 法
福本美恵子 平28・ 文
高杉 紀子 平281経
小林美佐子 平29・ 商
渡辺 圭一 平30・ 商
桂本 順一 平31・ 経
島田  勉 平31・ 経
小計 49名
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日Ｏ
じ月
圭Ｈ
特
算
制
決
唯
支
明収舶

平

十
　

自

1.収入の部    370,643円
(1)年 会 費 140,00057名
(勢 懇 親 会 費  71,000 14名
G)寄  付  金   6,000  2名  埋田繁雄氏、匿名希望
に)繰  越  金  68,959  平成30年度繰越金
6)雑  収  入  84,684  支部総舗 助金等
2.支出の部    303,031円
(1)総  会  費  68,102  支部総会懇親会費 (15名参加)
(2)印  刷  費  71,060  支部会報、支部総会案内状
G)会  議  費  50,273  支部役員会等交通費補助、他
惚)渉  外  費     0
6)通 信交 通 費  62,735  会報発送費、郵送料、他
(0 事務消耗品費  15,403  宛名シール、コピT、 他
(0 雑    費   6,378  払込手数料、他
(働 予  備  費  29,080  仲井氏、日黒氏香典(交通費
3.残  高     67,612円

財 産  目
令和 2年 3月 31日

1.資産の部 552,169円

(1)現    金    40,942
(2)普 通 預 金   511,227  ゆうちょ銀行
2.負債の部     484,557円
(1)預  り 金   lo6,557 次年度以降年会費
(2)予備費預金積立金  378,000 普通預金内積立
3.残  高     67ぅ 612円
以上の通り、令和元年度における収支決算書及び財産目録を作成し、
報告致します。

令和 2年 4月 1日 会計担当 高垣むつ子 ①

監 査 証 明書
監査の結果、令和元年度における会計伝票は証憑類に基づいて正しく処理

されている。これらの会計記録から作成された収支決算書及び財産目録が

正しく表示されていることを証明致します。

令和 2年 4月 5日 監 査 高橋 英雄 ①

口 荘類 軒 到 た謡 華 輔 理 悶 市

(民間車検場 働五井モニター商会)市 原市君塚5‐5o9 潮見通り旧道交差点脇

な0436(21)S305～6 頭】。120(21)5305

熙
ン
ン
ン
ン
ヽ
諸
ン
ン
ヽ
諸

当
支
部
の
年
会
費
に
つ
い
て
、
長
年
に

亘
り
、
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
年
会
費
に
つ
い
て
、
左

記
の
要
領
に
て
お
払
い
込
み
下
さ
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

０
当
支
部
の
予
算
案
を
３
月
下
旬
に
編
成

す
る
た
め
と
、
お
払
い
込
み
後
、
当
方

で
現
金
化
す
る
の
に
１
週
間
か
か
る
た

め
、
３
月
中
旬
ま
で
に
お
払
い
込
み
下

さ
い
。
そ
の
際
、
窓
口
で
は
な
く
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
ご
利
用
さ
れ
る
と
当
方
で
負
担
し

て
い
る
手
数
料
が
安
く
て
済
み
ま
す
。

０
年
会
費
は

一
日
千
円
で
す
。
何
口
で
も

納
入
い
た
だ
け
ま
す
が
、
千
円
単
位
で

お
願
い
し
ま
す
。

０
令
和
２
年
度
と
令
和
３
年
度
及
び
寄
付

金
を
合
わ
せ
て
お
払
い
込
み
さ
れ
る
時

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
を
払
込
書
の
通

信
欄
に
ご
記
入
下
さ
い
。

０
ご
住
所
等
の
変
更
は
、
そ
の
旨
払
込
書

の
通
信
欄
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

な
お
、
払
込
用
紙
の
加
入
者
名
は
、
通

信
教
育
部
校
友
会
の
愛
称

「桜
友
会
」
を

使
い

「
日
大
千
葉
桜
友
会
」
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「広
告
」

下欄の広告は、当支部顧間の森

博氏(昭和57年法卒・市原市)です。

ご協力ありがとうございました。


